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本書について

本書は、ご使用のコンピューター資料を補足するものです。今後参照すると
きのために、本書は他のコンピューター資料と一緒に保管しておいてくださ
い。

本書には、本製品に付属のソフトウェアについての一般情報が記載されてい
ます。

本書は、以下のような構成になっています。

� 第1章, 『添付ソフトウェアの概要』には、本製品に付属のソフトウェア
についての一般情報が記載されています。

� 第2章, 『初めての始動』には、本製品を初めて使用するときに役立つ情
報と、ソフトウェア機能のいくつかを理解するための情報が記載されて
います。

� 第3章, 『Software Selections CDの使用法』では、Software
Selections CD で提供されるソフトウェアの導入または再導入について
説明しています。

� 第4章, 『トラブルシューティング』には、トラブルを解決するためのヒ
ントと情報が記載されています。

� 第5章, 『その他のオペレーティング・システムの導入』では、他のオペ
レーティング・システムおよびサポート・ソフトウェアの導入について
説明しています。

� 付録A, 『プログラムのご使用条件の表示』には、IBM プログラムのご
使用条件を表示する手順が記載されています。

� 付録B, 『特記事項および商標』には、法律上の特記事項および商標の情
報が記載されています。
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第1章 添付ソフトウェアの概要

本製品には、MicrosoftWindows 981、アプリケーション・プログラム、
診断ツール、およびデバイス・ドライバーといったさまざまなソフトウェア
が付属しています。これらのソフトウェアには、初期導入済み のものと、
Software Selections CD に収録されているものがあります。これらのソフト
ウェア (Microsoft Windows 98以外) は、「IBM プログラムのご使用条件
(保証適用外プログラム用)」のもとにライセンスを受けています。プログラ
ムのご使用条件の表示については、本書の付録Aを参照してください。

この章の内容

導入済みソフトウェア . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1-2
Software Selections CD に収録のソフトウェア . . . . . . . . . . . . . . 1-4

1 Microsoft Certificate of Authenticity は、本製品に導入されている Windows 98 ソフトウェ
アが Microsoft Corporationから合法的にライセンスを受けていることを保証するものです。
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導入済みソフトウェア

Windows 98 のほかに、導入済みソフトウェアには、以下のものが含まれて
います。

� Access IBM。IBMによって提供されるソフトウェアの導入、日付と時
刻の設定、プリンターのセットアップ、オンライン・ドキュメントの表
示、ライセンス情報と保証の表示を行うことができる中央ロケーショ
ン。

� インターネット・エクスプローラは、Microsoft Webブラウザーの更新
版です。インターネット・エクスプローラは、イントラネットまたはワ
ールド・ワイド・ウェブ（WWW）をナビゲートするのに使用できるツ
ールです。

注: インターネット・エクスプローラを使用できるようにするには、イ
ントラネットまたは WWW（あるいはその両方）に接続しておく
必要があります。WWW への接続やインターネット・エクスプロ
ーラについて詳しくは、本製品に付属の Microsoft Windowsマニ
ュアルを参照してください。

� 出荷時導入済みフィーチャーのデバイス・ドライバー

導入済みソフトウェアについて詳しくは、2-1ページの第2章、『初めての始
動』を参照してください。

重要:

1. 初期導入済みソフトウェアのバックアップ・ディスケットは、本製品に
は付属していません。ただし、Software SelectionsCD には IBM 初期
導入済みプログラムとデバイス・ドライバーのほとんどが入っていま
す。Software Selections CD の使用法については、3-1ページの第3
章、『Software Selections CD の使用法』を参照してください。

さらにバックアップの目的で、Microsoft Windows 98オペレーティン
グ・システムが、Product RecoveryCD で提供されています。オペレー
ティング・システムを再導入する必要がある場合は、IBM Product
Recovery CD を使用してください。(Windows 98 オペレーティング・
システムおよび初期導入済みソフトウェアのディスケットは、IBM から
入手することはできません。) Windows 98の再導入の詳細について

1-2 ソフトウェアについて (Windows 98モデル)  
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は、4-7ページの『IBM Product Recovery CDの使用法』を参照して
ください。

2. 更新されたデバイス・ドライバーなどは、WWW
(http://www.ibm.co.jp/download.html)などでも入手できます。詳細は
「IBM サービスのご案内」を参照してください。
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Software Selections CD に収録のソフトウェア

IBM Software Selections CD には、IBM 導入済みプログラムとデバイス・
ドライバーのほかにも、ソフトウェアが提供されています。必要に応じて、
どのプログラムを導入するか決めてください。

以下は、IBM Software SelectionsCD に収録して提供されるソフトウェアの
一部です。CD に入っているソフトウェアは、変更されることがあるので、
以下のリストとは異なる場合があります。IBM Software SelectionsCD に
は、Windows NT Workstation 4.0、Windows 95、および Windows 98 用
のソフトウェアが収録されています。IBM Software SelectionsCD について
詳しくは、3-1ページの第3章、『Software Selections CDの使用法』を参
照してください。

CoSession 手元の PCから別の場所にあるもう一台の PCを、モ
デムまたは LAN を経由して、自由に操作できるよう
にする「リモート・コントロール機能」を提供するソ
フトウェアです。

IBM Enhanced Diagnostics
IBM Enhanced Diagnostics を使用して、本製品のハ
ードウェア（および一部のソフトウェア）コンポーネ
ントをテストできます。IBM Enhanced Diagnostics
プログラムの実行について詳しくは、4-6ページの
『IBM Enhanced Diagnostics (診断プログラム)』を
参照してください。IBM Enhanced Diagnosticsディ
スケットの作成と使用については、ユーザーズ・ガイ
ド を参照してください。

IBM Global Network ダイアラー
このソフトウェアを使用すれば、IBM Global
Networkを通じてインターネットに接続することがで
きます。

Netscape Communicator
Netscape Communicator を使用して、イントラネット
または WWW をナビゲートすることができます。
Netscape Communicator は、電子メール、ニュース・

1-4 ソフトウェアについて (Windows 98モデル)  



    Software Selections CD に収録のソフトウェア
 

グループ、および WWW の最新の機能のサポートを
含む、一連のインターネット機能を提供します。

Norton AntiVirus for IBM
Norton AntiVirus for IBM を使用して、本製品からウ
ィルスを検出して除去することができます。詳しい説
明と導入の手順については、4-2ページの
『Norton AntiVirus for IBM』を参照してください。

一部のモデルには、さらに i.Shareなどのソフトウェアが付属しています。

i.Share 1 台のサーバー上の単一のインターネット接続を、複
数のクライアント・コンピューターで共用することを
可能にするソフトウェアです。

すべてのオペレーティング・システムについてすべてのソフトウェアが使用
できるわけではありません。ご使用のオペレーティング・システムにどのプ
ログラムが使用できるか確認するには、Software SelectionsCD を参照して
ください。Software SelectionsCD は、Access IBMから始動することがで
きます。詳細は、2-5ページの『Access IBMの使用法』を参照してくださ
い。
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第2章 初めての始動

この章は、本製品を初めて使用するときに役立つ情報を記載しており、次の
ことを説明しています。

� コンピューターを初めて始動する前に必要なこと、および始動した後で
起こること

� 以下の内容について

– Access IBM からの情報へのアクセス、および操作方法

– オンライン・ブックの表示方法

– コンピューターを安全に終了する方法

この章の内容

本製品の初めての始動 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2-2
始動する前に必要なこと . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2-2
Windows 98 セットアップ・プログラムの実行 . . . . . . . . . . . . . 2-3

Access IBM の使用法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2-5
オンライン・ブックの表示方法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2-6
本体の電源切断 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 2-6
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本製品の初めての始動

Windows 98 に初めてアクセスするときは、その前に Windows 98 セットア
ップを完了しておく必要があります。

始動する前に必要なこと

Windows 98 セットアップ手順を始める前に、次のものを用意する必要があ
ります。

� 本製品に付属の Windows 98のマニュアル (この章に記載されている情
報よりも詳細な情報が必要な場合)

� Microsoft Certificate of Authenticity (Windows 98 のマニュアルの表紙
に添付されています) のプロダクト ID 番号

� ネットワーク管理者からのネットワーク情報 (該当する場合)

� プリンターのモデルと、プリンターが使用するポート (プリンターが本
製品に直接接続されている場合) についての情報

2-2 ソフトウェアについて (Windows 98モデル)  
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Windows 98 セットアップ・プログラムの実行

セットアップ・プログラムをまだ実行していない場合は、コンピューターを
始動したときにセットアップ・プログラムが表示されます。プログラムは、
必要に応じて、選択したり情報を入力するよう求めるプロンプトを出しま
す。以下の注に示されている情報より詳細な情報が必要な場合は、Windows
98のマニュアルを参照してください。

注:

1. セットアップの中で、Windows 98のライセンス条項を承諾することを
示す必要があります。また、Certificate of Authenticityのプロダクト
ID 番号の入力を求めるプロンプトが出されたら、その番号を入力する必
要があります。Certificate of Authenticityは、Windows 98のマニュア
ルの表紙に添付されています。

2. セットアップが完了し、システムを再始動すると、Windows 98のデス
クトップが表示され、「Windows 98へようこそ」ウィンドウが開きま
す。このウィンドウには、次のオプションがあります。

� 今すぐ登録: ご使用の Windows 98ソフトウェアを Microsoftに登
録したい場合には、このオプションをクリックします。(これを行う
には、モデムが取り付けられている必要があります。)

� インターネットへ接続: インターネット接続をセットアップしたい
場合は、このオプションをクリックします。

� Windows 98 について: 次の事項に関する情報にアクセスするため
には、このオプションをクリックします。

– コンピューター入門
– Windows 98 の概要
– Windows 98 の新機能

� コンピューターのメインテナンス: 最適なパフォーマンスが得られ
るように本製品の設定を調整したり、あるいは定期的なメインテナ
ンスを設定したい場合は、このオプションをクリックします。

3. できるだけ早いうちに、IBM Enhanced Diagnosticディスケットを作成
してください。この起動可能な診断プログラム・ディスケットは、コン
ピューターに関する問題を特定するのに役立ちます。IBM Enhanced
Diagnosticsプログラムの実行について詳しくは、4-1ページの第4

  第2章 初めての始動 2-3



   本製品の初めての始動  
 

章、『トラブルシューティング』を参照してください。IBM Enhanced
Diagnosticsのプログラム・ディスケットの作成については、ユーザー
ズ・ガイド を参照してください。

2-4 ソフトウェアについて (Windows 98モデル)  
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Access IBM の使用法

Access IBM は、以下のことを行うための中心となる場所です。

� IBM Software Selections CD を始動して、1-4ページの
『Software Selections CD に収録のソフトウェア』にリストされてい
る追加ソフトウェアを導入する。

� 診断ディスケットを作成する。

� IBM プログラムのご使用条件 の表示

� 次のようなセットアップ作業の実行

– 時刻と日付の設定
– 使用環境を快適にするための情報の表示

� 次のようなオンライン・ブックの表示

– 機能解説書

� WWW で、IBM の製品と技術サポートについての情報が記載されてい
る IBM Web ページをオープンする。このオプションを使用するために
は、インターネットに接続しておく必要があります。

Access IBM は、デスクトップの一部として実行されるよう設計されていま
す。このプログラムは、コンピューターが再始動した後であっても、ユーザ
ーがそれをオフにするまで、デスクトップ上で実行し続けます。

Access IBM を使用するには、次のようにします。

1. Access IBM がオープンしていない場合は、Windows「スタート」ボタ
ンをクリックします。次に Access IBMまでスクロールして、クリック
する。

2. Access IBM を使用して作業を実行したり、情報を入手したりするため
には、一般的に以下のように行います。

a. メニューにリストされているカテゴリーの 1 つをクリックする。

はじめに
カスタマイズ
ヘルプ
ライセンス情報と保証の表示
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各カテゴリーの下にカテゴリーに固有のメニューが表示されます。

b. カテゴリー・メニューで、トピックをクリックする。該当する場合
は、画面に表示される指示に従う。

オンライン・ブックの表示方法

オンライン・ブックを表示するためには、以下のことを行います。

1. 「Access IBM」の「ヘルプ」をクリックします。

2. 「ドキュメントの表示」をクリックします。

3. 表示したいオンライン・ブックを選び、ダブルクリックします。

注: オンライン・ブックの一部は、PDFファイルで提供されていま
す。これらの PDFファイルを閲覧するためには、Adobe Acrobat
Readerが必要です。Acrobat Readerの導入については、オンライ
ン・ブックの中の「Adobe Acrobatの導入」を参照してくださ
い。

本体の電源切断

まだ保存していないデータを失ったり、プログラムを損傷したりすることの
ないように、本体の電源を切るときには、必ず、次の終了手順を実行してく
ださい。

コンピューターを終了するためには、次のように行います。

1. 作業中のデータをすべて保存します。

2. 開いているアプリケーションをすべて終了します。

3. Windowsの「スタート」ボタンをクリックします。

4. 「Windows の終了」をクリックし、「電源を切れる状態にする」が選
択されていることを確認し、「OK」をクリックします。

次にコンピューターの電源を入れたときに、Windows 98は、最後にコンピ
ューターの電源を切ったときに開いていたウィンドウを復元します。

2-6 ソフトウェアについて (Windows 98モデル)  



    
 

第3章 Software Selections CD の使用法

Software Selections CD からデバイス・ドライバーやその他のソフトウェア
を導入または再導入する場合には、この章を参照してください。

この章の内容

CD の機能 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3-2
CD の始動 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3-3
Software Selections ユーティリティーの使用法 . . . . . . . . . . . . . . 3-4

 Copyright IBM Corp. 1998  3-1



   CD の機能  
 

CD の機能

Software Selections CD には、Windows 95、Windows 98、Windows NT
Workstation 4.0 用のデバイス・ドライバー、およびその他のソフトウェアが
含まれています。

注: すべてのオペレーティング・システムについてすべてのソフトウェアが
提供されているわけではありません。ご使用のオペレーティング・シス
テム用に提供されているプログラムを表示するには、Software
Selections CD を参照してください。

重要

Software Selections CD には、オペレーティング・システムは含まれて
いません。この CD は、お使いのオペレーティング・システムが本製品
にすでに導入されていないと、使用できません。

この CD を使用して、次のことができます。

� CD-ROMドライブを装備しているモデルの場合、いくつかのソフトウ
ェアをこの CD から直接導入すること。

� Software Selections CD のイメージを、内蔵ハード・ディスク上に、ま
たは接続しているネットワーク・ドライブ上に作成し、そのイメージか
らソフトウェアを導入すること。

� CD から導入できないソフトウェアのディスケットを作成し、そのソフ
トウェアをディスケットから導入すること。

Software Selections CD は、使いやすいグラフィカル・インターフェース
と、ほとんどのソフトウェアに対して自動導入手順を備えています。また、
CD の機能を説明しているヘルプ・システムも用意されています。

Software Selections CD に収録されているソフトウェアは、Access IBM の
中の「IBM プログラムのご使用条件 (保証適用外プログラム用)」の条件でラ
イセンスを受けています。(A-1ページの付録A、『プログラムのご使用条件
の表示』を参照してください。)
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CD の始動

Software Selections CD を使用するには、CD-ROM ドライブに Software
Selections CD を挿入します。Software Selections CD のユーティリティー
が自動的に始動します。

ご使用のコンピューターの CD-ROMの自動始動機能が使用不可に設定され
ている場合は:

1. Software Selections CD を CD-ROM ドライブに挿入します。

2. Windowsの「スタート」ボタンをクリックし、次に「ファイル名を指定
して実行」をクリックします。

3. 次のように入力します。

 e:¥swselect.exe

(ここで、e: は、CD-ROMドライブ名です。)

4. ������Enter� を押します。Software Selectionsメニューが表示されます。

5. 希望のオプションを選択して、その後は画面の指示に従います。

あるいは、Access IBMが導入されていれば (初期導入済)、

1. Software Selections CD を CD-ROM ドライブに挿入します。

2. Access IBM の中の「カスタマイズ」をクリックします。(Access IBM 
を開くには、2-5ページの『Access IBMの使用法』を参照してくださ
い。)

3. 表示されたメニューの中の「アプリケーションの導入」をクリックしま
す。

4. Software Selections メニューが表示されます。

ソフトウェアの導入が終わったら、Windowsの「スタート」メニューの「プ
ログラム」からアクセスできます。ほとんどのソフトウェアには、サポート
資料がオンライン・ヘルプに組み込まれています。また、オンライン資料が
提供されているものもあります。
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Software Selections ユーティリティーの使用法

Software Selections ユーティリティーは、Software Selections CD に含まれ
ています。Software SelectionsCD の始動方法については、前節を参照して
ください。

Software Selections ユーティリティーを使用するには:

1. Software Selections メニューの中で、導入するソフトウェアのチェッ
ク・ボックス (Ø) をクリックして、チェック・マーク (√) を付けます。

2. ソフトウェアを選択したら、「インストール」をクリックします。導入
されるソフトウェアのリストが表示されます。

3. 導入処理を開始するには、「OK」をクリックします。導入するソフト
ウェアを変更するには、「キャンセル」をクリックします。

4. 画面に表示される指示に従って、ソフトウェアの導入を完了してくださ
い。

注: Software SelectionsCD を始めて起動するときは、プログラムのインス
トールの画面に表示されるソフトウェアのうちのいくつかには、予めチ
ェック・マーク (√) が付けられていることに注意してください。そのま
ま「インストール」をクリックすると、それらのプログラムが導入され
ます。
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第4章 トラブルシューティング

この節には、コンピューターの保守と回復についての情報が記載されていま
す。本製品には、ユーザーの役に立つ、以下のものを含むいくつかのツール
が提供されています。

� Norton AntiVirus for IBM

 � ConfigSafe

� IBM Enhanced Diagnostics

� IBM Product Recovery CD

この章の内容
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Norton AntiVirus for IBM

Norton AntiVirus for IBM プログラムは、コンピューターからウィルスを検
出して除去する総合的なウィルス対策プログラムです。Norton AntiVirus for
IBM プログラムを導入するには、次のように行います。

1. Software Selections CD を始動します。（始動方法については、3-1ペー
ジの第3章、『Software Selections CDの使用法』を参照してくださ
い。)

2. メニューが表示されたら、「Norton AntiVirus for IBM 」のチェッ
ク・ボックス (Ø) をクリックして、チェック・マーク (√) を付けます。

3. 「インストール」をクリックします。

4. 導入されるソフトウェア・タイトルが表示されたら、「OK」をクリック
します。

プログラムの導入後、その設定値を変更する、あるいは確認する場合には、
次のように行います。

1. Windowsの「スタート」ボタンをクリックします。

2. 「プログラム」→「Norton AntiVirus 」→「Norton AntiVirus 」の順
にクリックします。

3. 「Norton AntiVirus」ウィンドウで、「オプション」をクリックしま
す。

4. 画面の上部にあるタブをクリックして、設定値に対して必要な変更を行
います。変更内容を保存するためには、変更を行ったウィンドウごとに
「OK」をクリックしてください。

5. 「Norton AntiVirus」のメイン・ウィンドウに戻り、「スケジューラ」
をクリックします。設定を変更したい場合は、ウィンドウ内の変更した
い設定値 (イベント) をダブルクリックして必要な変更を行って、「OK
」をクリックしてください。

6. 新しいウィンドウが表示されます。なにか変更を行って、それを保存し
たい場合は、このウィンドウで「OK」をクリックしてください。

サポート文書はオンラインで提供されます。この文書にアクセスするには:
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1. Windowsの「スタート」ボタンをクリックします。

2. 「プログラム」→「Norton AntiVirus 」→「Norton AntiVirus 情報」
→「表示」の順に選択します。

3. 「リファレンス・ガイド」または「ヘルプ」を選択します。

注: 事前に、Adobe Acrobat Readerを導入する必要があります。

 ConfigSafe

ConfigSafeプログラムは、総合的なシステム構成情報の記録および回復のツ
ールです。このプログラムは、デスクトップが損傷したり、使用できなくな
ったり、あるいはスタートできなくなった場合にユーザー (またはサポート
担当員) がさらに簡単にシステムを復元できるようにする機能を提供しま
す。

ConfigSafeプログラムの特長には、次のものがあります。

� メニュー方式のグラフィカル・インターフェース。

� スナップショット機能。この機能は、システム構成情報を定期的なスケ
ジュールで自動的に取り込んで保存します。この情報には、システム・
ファイル、ハードウェア構成、ファイルのバージョン、ネットワーク接
続、レジストリー情報が含まれます。

� 構成復元機能。この機能を使用すると、ご使用のシステムを数秒で直前
の (または出荷時導入済み) 構成に復元することができます。

� UNDO 機能。この機能を使用して、最後に復元された変更を取り消し
て、直前の構成に戻すことができます。

� SOS (DOS 復元ユーティリティー) 機能。この機能を使用して、
Windows 98 のデスクトップにアクセスできない場合にシステムを復元
することができます。

� 基本システム構成に対して (意識的にあるいは無意識に) 行った変更の自
動追跡。

� レポート機能。この機能を使用して、システム構成変更に関するレポー
トを生成 (さらに表示または印刷) することができます。レポートは、こ
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こ 1 週間以内に発生したか、あるいは出荷時導入済み構成以降の変更の
リストなど、重要な情報を提供することができます。

これらのレポートは、システムのトラブルシューティングを行う上で役
立ったり、問題を解決する際に役立てるためにサポート担当者が表示し
たり、fax で見ることができます。

� リモート・アシスタンスを得るための他のプログラム (たとえば、
CoSession)と一緒に稼働する能力。

� 時間のかかる作業 (たとえば、構成情報のバックアップやデータの収集)
の自動実行。

� ハードウェアまたはソフトウェア変更を行う前に現行のシステム設定値
を取り込むための簡単な方法 (ポイント&クリック)。この方法により、
変更が行われたときに問題が発生した場合に即時に回復手段が提供され
ます。

� 特定のニーズを満足させるカスタマイズ可能な機能。

ConfigSafeは、特に新しいアプリケーションまたはアダプターを導入した後
で問題が発生した場合に役立つトラブルシューティング用のツールです。シ
ステム構成を変更する前に、ConfigSafeを使用して現行の、稼働中の構成の
スナップショットをとってください。そうしておくと、コンピューターが構
成ファイル内の変更によって使用不能になった場合にその構成に簡単に戻る
ことができます。

ご自分では問題を解決できず、システム管理者の援助が必要な場合には、
ConfigSafeを使用して、最新の構成変更についてのレポートを生成してくだ
さい。システム管理者は、このレポートに記載された情報を使用して、問題
の解決に役立てることができます。

ConfigSafeプログラムを導入するためには、次のように行います。

1. Software Selections CD を始動します。(始動方法については、3-1ペー
ジの第3章、『Software Selections CDの使用法』を参照してくださ
い。)

2. メニューが表示されたら、「ConfigSafe」のチェック・ボックス (Ø) を
クリックして、チェック・マーク (√) を付けます。

3. 「インストール」をクリックします。
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4. 導入されるソフトウェア・タイトルが表示されたら、「OK」をクリック
します。

プログラムが導入された後でアクセスするためには、次のように行います。

1. 「スタート」ボタンをクリックします。

2. 「プログラム」→「ConfigSafe」→「CONFIGSAFE」の順に選択しま
す。

サポート文書がオンライン・ヘルプ・システムに組み込まれています。オン
ライン・ヘルプにアクセスするには:

1. Windowsの「スタート」ボタンをクリックします。

2. 「プログラム」→「ConfigSafe」→「CONFIGSAFE」→「ヘルプ」ま
たは「ユーザー・マニュアル」の順に選択します。
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IBM Enhanced Diagnostics ( 診断プログラム)

IBM Enhanced Diagnosticsは、オペレーティング・システムから独立して
実行される診断プログラムです。IBM Enhanced Diagnosticsは、Product
Recovery CD から実行することができます。さらに、Software Selections
CD から、この診断プログラムのディスケットを作成することができます。
診断プログラムおよびユーティリティー・プログラムを実行するためのユー
ザー・インターフェースは、WaterGate Software社の PC Doctorによって
提供されています。

このプログラムを使用して、本製品のハードウェア (および、一部のソフト
ウェア) 構成要素をテストすることができます。このテスト方法は通常、他
のテスト方法を利用できない場合、またはハードウェアに関連していると思
われる問題を特定できなかった場合に使用します。

IBM Product Recovery CD から IBM Enhanced Diagnostics を実行するに
は、次のようにします。

1. IBM Product Recovery CD を CD-ROM ドライブに挿入する。

2. 本製品を再始動する。本製品が CD から始動しない場合は、始動シーケ
ンスを変更する必要があります(4-8ページの『始動順序の変更』を参
照)。その上で、ステップ 1 から 2 を繰り返す。

3. メイン・メニューがオープンし、3 つのオプションが表示されます。
「システム・ユーティリティー」を選択する。

4. 新しいメニューがオープンし、システム・ユーティリティーを実行する
ためのオプションが表示されます。

� 診断プログラムの実行
� システム情報

5. 障害を追及するために、診断プログラムを実行するには、「診断プログ
ラムの実行」を選択します。現行のコンピューター構成を表示するに
は、「システム情報」を選択する。

IBM Software Selections CD から IBM Enhanced Diagnostics ディスケッ
トを作成する手順については、ユーザーズ・ガイド を参照してください。
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IBM Product Recovery CD の使用法

IBM Product Recovery CD が本製品とともに提供されているので、ハー
ド・ディスク障害または Windows 98ファイルへのその他の損傷が生じたよ
うな場合に、Windows 98および初期導入済みアプリケーションとデバイ
ス・ドライバーを再導入することができます。

注: 回復プロセスは、基本区画 (ドライブ C) に保管されたすべての情報を
削除します。可能な場合は、このプロセスを開始する前に、データをバック
アップしておいてください。

ご使用のコンピューターのハード・ディスクは、一つの FAT32区画が設定
され出荷されています。基本区画が FAT16または FAT32である場合は、
Windows 98 用の Product Recovery CD は正しく動作します。

重要

基本区画が FAT16または FAT32でない場合は、区画が無効で FDISK
コマンドを使って再区分する必要があるという旨のメッセージが表示さ
れます。Product RecoveryCD 上で FDISK コマンドを実行するには、
コマンド・プロンプトで FDISK と入力します。基本区画を削除し、
Product Recovery CD を CD-ROM ドライブに入れたままにし、コンピ
ューターを再始動します。Product RecoveryCD はハード・ディスクを
正しく区分します。

注: Microsoft Office 2000 Personalが付属しているモデルには、このプロ
グラムの CD が別途同梱されています。このプログラムは、Product
Recovery CD には含まれていません。

オペレーティング・システムおよびサポート・ソフトウェアの
回復

出荷時導入済みオペレーティング・システムおよびソフトウェアを回復する
には、次のステップに従ってください。

1. 構成ファイルおよびご自分で作成したファイルのバックアップ・コピー
を作成します。バックアップを作成していないファイルはすべて、失わ
れます。
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2. CD-ROMドライブに Product RecoveryCD を挿入します。

3. コンピューターを再始動し、画面に表示される指示に従います。この
CD からコンピューターが始動しない場合は、始動順序を変更し(次節の
『始動順序の変更』を参照してください。)、上記ステップ 2 ～ 3 を実
行します。

4. ウィンドウがオープンし、以下のオプションが表示されます。

� フル・リカバリー: ハード・ディスクを再フォーマットし、すべて
のファイルを復元します。

� 部分リカバリー: ハード・ディスクを再フォーマットし、Windows
98とすべてのデバイス・ドライバーを復元します。

� システム・ユーティリティー: 「システム・ユーティリティー」メ
ニューを表示します。

5. 必要なオプションを選択し、画面の指示に従う。

6. 回復が完了したら、Product RecoveryCD を取り出して、コンピュータ
ーを再始動します。

7. 始動順序を変更した場合は、必ず、元に戻してください。

始動順序の変更

コンピューターがこの CD から始動しない場合は、装置構成ユーティリティ
ーで始動順序を変更する必要があります。次のステップに従って、始動順序
を変更してください。

1. コンピューターを再始動します。

2. 装置構成ユーティリティーのプロンプトが画面に表示されたら、���F1� を
押します (装置構成ユーティリティーのプロンプトは、数秒間しか画面
に表示されません。���F1� は、素早く押してください。)

3. 装置構成ユーティリティー・メニューから「始動オプション」を選択し
ます。

4. 「始動オプション」メニューから「始動順序」を選択します。

5. 画面に表示された始動順序を書き留めます。この情報は、回復処理を完
了した後で元の始動順序を復元するのに必要となります。
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6. 「基本の始動順序」の「主始動デバイス」を CD-ROMドライブに変更
します。

7. 装置構成ユーティリティー・メニューに戻るまで ����Esc� を押します。

8. プログラムを終了する前に、装置構成ユーティリティー・メニューから
「設定を保存する」を選択し、������Enter� を押してください。

9. 装置構成ユーティリティーを終了するためには、����Esc� を押して、画面
の指示に従います。

注: Product RecoveryCD を使い終わったら、必ず、元の始動順序を復元
してください。
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第5章 その他のオペレーティング・システムの導入

Windows NT Workstation 4.0、Microsoft Windows 98 または Windows
95の導入または再導入を行う場合は、ソフトウェアまたはデバイス・ドライ
バーが必要になることがあります。ハードウェア特有のソフトウェアは、
Software Selections CD に収められています。(Software Selections CD に収
録されているデバイス・ドライバーにアップデートがあった場合には、
WWW の http://www.ibm.co.jp/download.htmlから入手可能となります。)

オペレーティング・システムを導入するにあたっては、前もって、最新のフ
ィックス・パックや CSDなどを入手しておいてください。オペレーティン
グ・システムの製造元に問い合わせるか、または、可能であれば、製造元の
Webサイトを調べて、それらを入手してください。

オペレーティング・システムを導入するには、オペレーティング・システム
およびフィックス・パックや CSD (ある場合) に付属の資料を参照してくだ
さい。次に、3-1ページの第3章、『Software Selections CDの使用法』を
参照して、デバイス・ドライバー等を導入してください。

注: すべてのオペレーティング・システムについてすべてのソフトウェアが
提供されているわけではありません。ご使用のオペレーティング・シス
テム用に提供されているプログラムを表示するには、Software
Selections CD を参照してください。
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付録A. プログラムのご使用条件の表示

「IBM プログラムのご使用条件 (保証適用外プログラム用)」は、初期導入済
みソフトウェアの Access IBMで見ることができます。プログラムのご使用
条件を参照するには、次のことを行ってください。

1. Windows「スタート」ボタンをクリックする。

2. Access IBM までスクロールし、クリックする。

3. Access IBM で、「ライセンス情報と保証の表示」をクリックする。

4. 「ライセンス情報の表示」をクリックする。

Access IBM をハード・ディスクから削除している場合、IBM Software
Selections CD に入っているライセンス情報を表示するには、Software
Selectionsプログラムで「ライセンス情報」をクリックします。IBM
Software Selections CD について詳しくは、3-1ページの第3
章、『Software Selections CD の使用法』を参照してください。
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付録B. 特記事項および商標

この付録には、IBM 製品の可用性、特許、および出願中の特許のほか、商標
情報の法的な特記事項が記載されています。

特記事項

本書において、日本では発表されていないIBM製品（機械およびプログラ
ム）、プログラミングまたはサービスについて言及または説明する場合があ
ります。しかし、このことは、弊社がこのようなIBM製品、プログラミング
またはサービスを、日本で発表する意図があることを必ずしも示すものでは
ありません。本書で、IBMライセンス・プログラムまたは他のIBM製品に言
及している部分があっても、このことは当該プログラムまたは製品のみが使
用可能であることを意味するものではありません。これらのプログラムまた
は製品に代えて、IBMの知的所有権を侵害することのない機能的に同等な他
社のプログラム、製品またはサービスを使用することができます。ただし、
IBMによって明示的に指定されたものを除き、これらのプログラムまたは製
品に関連する稼働の評価および検証はお客様の責任で行っていただきます。

IBMおよび他社は、本書で説明する主題に関する特許権（特許出願を含む）
商標権、または著作権を所有している場合があります。本書は、これらの特
許権、商標権、および著作権について、本書で明示されている場合を除き、
実施権、使用権等を許諾することを意味するものではありません。実施権、
使用権等の許諾については、下記の宛先に、書面にてご照会ください。

〒106-0032東京都港区六本木3丁目2-31
AP事業所
IBM World Trade Asia Corporation
Intellectual Property Law & Licensing

本書で紹介している IBM 以外の Webサイト・アドレスは、お客様の便宜
のために記載しており、IBM がこれらのサイトを推奨することを意味するも
のではありません。IBM は、本書で紹介する IBM 以外の Webサイトまた
は IBM Web サイトのリンクを通じてアクセスする他の Web サイトの内容
または使用に関して一切責任を負いません。
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商標

次の用語は、米国およびその他の国における IBM 社の商標です。

PC 300 HelpCenter
IBM 

Microsoft、Windows、および Windows NTは、Microsoft Corporationの
商標または登録商標です。

Lotus SmartSuite は、米国およびその他の国における Lotus Development
Corporationの商標です。

他の会社名、製品名、サービス名は、他社の商標またはサービス・マークで
ある場合があります。
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